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ガバナーメッセージ

Rotary Serving Humanity

人類に奉仕するロータリー

ロータリー研究会に参加して

例年東京で開催するロータリー研究会
は、ガバナー、パストガバナーをはじめ、
ロータリーのシニアリーダーが集まり、
報告を聞きそして発言する会なのですが、
今年度は斎藤直美 RI 理事が招集者として、
昨年 11 月 30 日 ~12 月 1 日まで、ウェス
ティンナゴヤキャッスルホテルにおいて、
ジョン・ジャーム RI 会長夫妻をお迎えし、
日本全国より 681 名が参加して盛大に開
催されました。

齋藤直美 RI 理事は、今年度当初より、ジョン・ジャーム RI 会長がソウル国際大会で『ロータリー
の潮目が変わった』と言われたことを我々ガバナーに語っていらっしゃいました。

また、2016 年 4 月に開催された規定審議会の結果、ロータリークラブの運営に「柔軟性」が増し、
今年度のロータリー研究会は、この規定審議会の結果を踏まえての討議が多くなされました。この内
容に関しては、「ロータリーの友」1 月号に編集長の二神典子氏が詳しくまとめていただいています
のでぜひお読みください。（横組み 20 ページから 23 ページ）

今回の名古屋での研究会は、当地区のパストガバナーの皆様、そして斎藤 RI 理事所属の豊田ロー
タリークラブの皆様が一年かけて準備いただきましたお蔭で、素晴らしい研究会となりました。私の
同期のガバナーからも絶賛の評価をいただきました。関係者の皆様ありがとうございました。

さて、個人的にはプログラムの最後のオープンフォーラムでジョン・ジャーム RI 会長の日本の
ロータリーに対する提言がとても印象的でした。

それは日本の会員数が 12 万人から、9 万人を下回ったことについて、「今のままでは、日本の
ロータリーは変わらない。今度の新しい規定審議会の結果を取り入れた、「柔軟性」と「多様性」を
持つ、新しいクラブを創設していくことしかないのではないか」と明確に助言をいただきました。こ
の言葉を深く受け止め、残りの任期を全うしていこうと思っています。

ガバナー　服部　良男
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平和と紛争予防/紛争解決月間に寄せて
   　　　　奨学基金・平和フェローシップ委員会　委員長　長谷川龍伸

平和と紛争予防/紛争解決月間

2 月は「平和と紛争予防 / 紛争解決月間」です。これは「紛争予防と仲裁に関

する、若者（将来、リーダーとなることが望まれる人）を対象とした研修の実施、

紛争地域における平和構築の支援、平和と紛争予防または紛争解決に関連した仕

事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間」です。

ちなみに、ロータリー創立記念日である 2 月 23 日からの 1 週間は「世界理解と平和週間」とされ

ており、これと相まって、2 月の月間には、ロータリークラブが相互理解を通じて世界平和が達成さ

れることを目指していること、そのために、平和の仕事に従事する熱意を持った人材を育成するこ

とを重要視していることが示されています。

奨学基金・平和フェローシップ委員会は、その名前のとおり「グローバル補助金奨学生」や平和

をテーマに学ぶ「ロータリー平和フェロー」の支援を行っています。「ロータリー平和フェロー」

はもちろん、「グローバル補助金奨学生」もグローバル補助金の要件とされる重点 6 分野のひとつ

が「平和と紛争防止・解決」であるため、「平和と紛争防止・解決」と密接に関連しています。

「ロータリー平和フェロー」は 2002 年にスタートした制度で、今年で 16 期目を迎えます。全世

界で 1 年に 100 名しかなれないという狭き門であり、日本ではこれまでに 31 名（平均すると 1 年に

約 2 名）が推薦されているところ、第 2760 地区は、これまでに水野ショー真希さん（9 期生）、澤

屋奈津子さん（14 期生）、宇治川貴史さん（15 期生）の 3 名を輩出してきました。これに加えて、

昨年度、さらに 1 名がロータリー平和センター委員会の最終選考を通過し、現在、提携大学からの

入学許可を待っている状態であり、手続が順調に進み 16 期生となれば、当地区として 4 人目、3 年

連続の「ロータリー平和フェロー」誕生となります。

また、昨年度海外に送り出した 3 名の「グローバル補助金奨学生」のうち 1 名は、イギリスのブ

ランダイス大学の「紛争解決と共存」修士課程を履修中であり、さらに本年度の「グローバル補助

金奨学生」候補者 4 名のうち 2 名は、重点 6 分野のうち「平和と紛争防止・解決」を研究テーマと

しています。

地区のロータリアンの皆様のご理解により、当委員会はこのような活動をさせていただいており、

これにより「平和と紛争予防・紛争解決」という大きな課題に少しでも貢献できれば、と考えてお

ります。
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神野重行ガバナーエレクト壮行会

2017 年 1 月 12 日（金）名鉄グランドホテル「涵梅舫」にて神野重行ガバナーエレクトの壮行

会が総勢 15 名の出席のもとに開催されました。

石川和昌パストガバナーから開会の挨拶をいただき、斎藤直美パストガバナーの乾杯の発声

で始まった壮行会は、参加パストガバナー一人ひとりから激励の言葉が贈られ、神野重行ガバ

ナーエレクトからは抱負と感謝の気持ちが述べられるなど、終始和気あいあいとしたものとなり

ました。

なお、神野さんはアメリカ・サンディエゴで開催された国際協議会（1 月 15 日 ~1 月 21 日）に

ご夫婦で出席されました。
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数年前、知り合った人からある質問をされました：「ロータリーとは何ですか？」シンプルであ

るはずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、思わず止まってしまいました。どこから

説明してよいか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、私が知らなかったわけではありま

せん。問題は、ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に説明できないことでした。

ロータリーとは、会員制の団体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団体であり、町ごと、地

域ごと、そして全世界で活動する団体です。その会員は、地域社会のメンバー、事業人、職業人で

あり、現役で仕事をする人もいれば、定年退職した人もいます。そして、世界のほぼすべての国で

活動しています。120 万人の会員一人ひとりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経験をしてい

ます。一人ひとりが、ロータリーを独自の解釈で理解しているのです。

私にとってロータリーとは、「どのような団体か」ではなく、「何をしているか」で定義されま

す。すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可能性、そして、その可能性を有意義かつ持続

可能な奉仕によって実現する方法によって、定義されるのです。ロータリーには、112 年の豊かな歴

史があります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成熟し、会員と地域社会の変わりゆくニー

ズに対応しながら、ある意味で大きく変わりました。

しかし、その根底にあるものは同じです。それは、地域社会と世界に変化を生みだしたいという

願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現できるようになった人が集まった組織だということ

2017 -18年度のR I テーマが決まりました
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です。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて

変化をもたらすことによって。組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何をするのかを世界

に理解してもらうことが、いかに重要であるかを認識しています。同時に、各クラブがロータリー

奉仕を独自に定義することが、かつてないほど重要であると自覚しています。ロータリアンである

私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと多

くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。

長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリーダーシップの継続性を重視することで、ロータ

リーが世界有数のボランティア組織であり続けるよう努力しています。

2017-18 年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたら

す」というテーマで答えます。それぞれどのような方法で奉仕することを選んだとしても、その理

由は、奉仕を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じているからです。新しい遊び場や学校

をつくる、医療や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研修するなど、私たちはその活動が、

人数が多かろうが少なかろうが、誰かの人生をより良くしているのだと知っています。ロータリー

入会のきっかけが何であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、ロータリーで充実感を得

ることができるからです。この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」ロータリーの一員であ

ることから湧き出てくるものなのです。

2017 -18年度のR I テーマが決まりました
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2017 年 1 月 5 日に地区米山記念奨学委員会を開催し、1 月

14 日の面接試験に備え最後の打ち合わせを行いました。面接

人数が 114 名ということになり、今までで最高の応募人数に

対応する準備に我々委員会メンバーも追われました。面接を 8

班に分け、1 班 3 名の面接官で審査することになり各班のリー

ダーを決めました。3 名 X8 班で 24 名の面接官が必要になり、

我々委員会メンバー 15 名（当日 1 名欠席）では足りませんの

で、近藤雄亮公益財団法人ロータリー米山記念奨学会理事、江崎柳節公益財団法人ロータリー米山記

念奨学会選考委員、田中正規公益財団法人ロータリー米山奨学会評議員のご参加はもとより服部良男

ガバナー、神野重行ガバナーエレクト（神野さんは 1 月 14 日面接日翌日エレクト研修のため渡米さ

れる予定でした。）、岩月昭佳地区幹事、加藤定伸次期地区幹事、荻須文一地区副幹事、福島葉子地

区スタッフにも面接官として参加していただく同意をいただき、当日の委員会は大変活発な議論に終

始しました。各自事前の書面の読み込みを行って 1 月 14 日の面接日に臨みました。大変な寒波の中

雪の降る試験日となり遅刻等を心配しましたが全員の参加がかない面接を受けてくれました。1 名あ

たりおおよそ 15 分で午前 8 名昼食をはさんで午後 7 名の面接を行い、どのメンバーも体力的にも精

神的にもかなりの疲労を覚えました。やはりすべての受験生が甲乙つけがたい資質能力豊かな人間性

を持ち合わせていますので、選択の難しさをすべての面接官が味わったと思います。今回の面接では

次年度から地区委員に加わってくれます神谷恵理さん（愛知長久手 RC）もお手伝い参加してくださ

り、各班間の連絡係を勤めていただき大変助かりました。私は D テーブルのリーダーとして参加し

ましたが、今回は 2 年奨学の希望が多かったこと、学部生の受験が多かったこと、初めて推薦をし

てきた大学があったこと等が特徴として挙げられるかなと思いました。今回新規で合格した奨学生は

39 名です。いずれも素晴らしい人材だと思っています。4 月以降各クラブのご協力をいただきなが

ら充実した日々を送ってくれること祈りながら、我々は精一杯のフォローを今後も続けていくことを

誓いあって長い 1 日を終了いたしました。

委員会活動報告Ⅰ

2017学年度米山奨学生選考会報告
地区米山記念奨学委員会　副委員長　山田直樹



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  Feb 2017 | 2016-17 Rotary International District 2760 |8

去 る 1 月 14 日 か ら 22 日 ま で RI 第 3780 地 区
（フィリピン・ケソン市）からケソン市立総合病
院の Dr. Sabando 院長を含め外科医 3 名、麻酔科医
3 名、看護師 1 名（合計 7 名）の医療研修チームを
受け入れ、名古屋市立大学病院で腹腔鏡手術の技
術指導を行いました。これは昨年 12 月に行った当
地区からの医療研修チーム派遣に続くものでロー
タリー財団のグローバル補助金事業です。

3780 地区からのメンバーが到着した 1 月 14 日
（日）夜は大雪の日でしたがメンバーは意外にも防寒具をフィリピンで購入しており、毛糸の帽子か
ら手袋、ブーツまで完全武装（？）で空港に降り立った姿に驚きました。全員が雪を見るのは初めて
で、触ったり、口に含んだり、雪合戦に興じたりと元気いっぱい興奮の中で研修がスタートしました。

月水金が朝 9 時から、火木は朝 7 時 50 分から研修が始まり、毎日夕方まで竹山教授ほか名古屋市
立大学病院の先生たちに熱心に指導を行っていただき、現地での研修のフォローアップに大いに役立
ちました。最終日には竹山教授からメンバー全員に「研修終了証」が手渡され、帰国後も引き続き技
術向上に努めることと、研修の成果を来日できなかった他の医師たちに伝えることを約束して 1 週
間の研修が終了しました。来日してすぐ開催した 16 日の「帰国報告会＆歓迎会」では当地区の派遣
メンバーの帰国報告を兼ねて現地でのご苦労をねぎらい、また来日メンバーへの歓迎と激励を行いま
した。服部ガバナーや田中、加藤両パストガバナーはじめご出席いただいた皆様に深く感謝申し上げ
ます。また 18 日（水）には名古屋和合 RC の新春夜間例会、19 日（木）には名古屋南、名古屋東南、
名古屋瑞穂、名古屋名南の 4RC 合同夜間例会に来日メンバーを参加させていただきましたことに感
謝します。さらに最終日には大須観音訪問の際に岡部パストガバナーにお会いし、日本庭園や「節分
会」の品々を拝見させていただきながら大須観音の歴史を学ぶという貴重な経験もさせていただきま
した。ご親切に心から感謝申し上げます。VTT 委員会のメンバーはもとより、財団委員会の皆さんほ
か多くのロータリアンたちのサポートを受け、フィリピンのメンバーは充実した研修期間を過ごしま
した。必ずや彼らは今回の研修 PJ での経験を活かし、現地での医療サービスの向上に貢献してくれ
るはずです。今後も 3780 地区のロータリアンたちと密接な連携を続けていきたいと思います。改め
まして、皆さま大変お世話になりました。

委員会活動報告Ⅱ

フィリピンから医療研修チームの受入れ
職業研修チーム（VTT）委員会　委員長　福田哲三
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クラブ活動報告Ⅰ

国際ロータリー第 2760 地区 2016-17 年度の国際

奉仕委員会は、鈴木会長の熱い思いにより「現地に

出向き、現地で汗をかき、ハンド TO ハンドの奉仕

をする」旨を掲げ、“ ネパール ” において、＊教育の

レベルアップ支援、＊学校の補修、＊防災対策指導

を計画し、平成 28 年 11 月 18 日より 23 日まで総勢

22 名の参加で奉仕活動を行ってきました。

現 地 Lalitpur Rotary Club と の 協 賛 に よ り、 一 日 目 は Devichour 地 区 の 3 つ の 学 校 を 対 象 に、

Chotidanda Primary School では地震で倒壊した教室の修復状況の確認及び PC を利用した教育レベ

ルアップの支援、Shee Jwaladevi Primary School と Dudheswari Primary School では PC を利用した

教育レベルアップ及び防災ビデオの活用支援、ここでは多くの生徒・先生・村人らの心からの歓迎を

受け多くの感動を得ました。

二日目の Patan 地区、Adarsya Kanya Niketan Higher Secondary School では 150 名を超える学生

の参加と名古屋みなとロータリークラブ作成の防災 DVD 上映と防災訓練の体験、パネルディスカッ

ションを実施しました。これらの活動はネパール国地域社会発展に必要な人材の育成・防災時の被害

縮小に貢献することが期待されます。

最終日には在ネパール日本国大使館より小川特命全権大使、浜田一等書記官らの出席のもと現地

ロータリアンと共に今回の事業の受け渡し式・交流晩餐会を現地 Hymalaya Hotel で開催しました。

これもひとえに名古屋みなとロータリークラブの会員全員の熱い思い、現地 lalitpure Rorary Club

の皆様方、在ネパール国日本大使館はじめ多くの方々の御力添え・ご協力の賜と感謝するしだいです。

またロータリー財団地区補助金を利用できたのも大きな支えとなりました。

私達は、きれいな水を支援先に持って行くのではなく、支援先の人々が自分たちの手でどうしたら

きれいな水が作れるか

を考える糧になればと、

今回の事業を行いまし

た。

今年は日本・ネパー

ル外交関係樹立 60 周年

の節目の年にあたるこ

ともあり良い奉仕活動ができたと思います。

ネパール支援奉仕活動報告
名古屋みなとRC　国際奉仕委員会　副委員長　野崎　修
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地区補助金事業「和っと大須」
第4回1dayフォトコンテスト大須なう！

名古屋大須RC　社会奉仕委員会　委員長　渡辺観永

クラブ活動報告Ⅱ

名古屋大須ロータリークラブ（照井栞会長）は、社会奉仕事業として 11 月 23 日に大須観音を会

場に、市民を対象に茶会を実施しました。

伝統文化を基軸に、見知らぬ人が世代や性別を超えて、和み、話し、輪となる環境を作り出すこと

が主目的であり、また少年院にいる少年たちへの更正を願う活動も副目的として実施されました。

そのお茶会をテーマに、写真コンテストを実施することを 10 月から告知し、集まった作品の中か

ら厳正な審査を経て、決定した 8 点ほどの入選作品に対しての授賞式並びに作品展示を開催するも

のです。

当日会場であふれた「和・話・輪」を切り取った風景を市民の皆様に披露することは、地域の精神

的環境保全に大きな役割を果たすことと思います。

またこの作品群に込められた笑顔を、少年院の生徒たちが関わっていると言うことを実感すること

は、彼らの更正に大きな役割を果たすことと強く願うものです。

展示会場　金山南ビル 1 階インターコモン（名古屋ボストン美術館　ANA グランコート名古屋の

ビル）

展示会期　2 月 11 日（土）〜  2 月 17 日（金）

授賞式日時　2 月 11 日 12 時 〜 12 時３0 分予定
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国際ロータリー第2760地区

2019-20年度　ガバナーノミニー・デジグネート選出の報告
国際ロータリー第2760地区〈ガバナー〉服部 良男　〈地区指名委員長〉田中 正規

国際ロータリー第２７６０地区
ロータリークラブ会長 各位

伊藤靖祐（いとう　やすすけ）
1959 年 11 月 1 日生

学校法人　聖英学園　理事長

江南ロータリークラブ入会
地区ＩＴ委員会　委員
副幹事
親睦活動委員長
ＳＡＡ
会員増強委員長
国際奉仕委員長
幹事
会長
米山功労者

2001 年 1 月
2002-05 年度
2004-05 年度
2006-07 年度
2007-08 年度
2009-10 年度
2010-11 年度
2013-14 年度
2016-17 年度

◆ロータリー歴◆

ガバナーノミニー・デジグネート選出

地区指名委員会（委員長　田中正規パストガバナー）より、同委員会は

2016 年 11 月 5 日開催の地区指名委員会において 2019-2020 年度のガバナー

候補として、伊藤靖祐君（江南ロータリークラブ）を指名した旨、11 月 5 日

に報告を受けました。

国際ロータリー細則第 14 条の規定により、2019-20 年度ガバナーノミニー・

デジグネートとして伊藤靖祐君の選出が確定いたしました。

※対抗候補者がありませんでしたので、正式決定となる事をご報告致します。
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寄付金速報 ― 今年もよろしくお願いします ― 
12 月までの寄付金は前年同期と比べて 6.2％減（普通寄付金 2.1％増、特別寄付金 9.0％減）、約

5,600 万円の減少となりました。ご寄付をいただきました皆様に厚く感謝申し上げます。 

さて、「2016 年度 下期普通寄付金のお願い」をガバナー事務所から各クラブに、また、当会から

も 1月 11 日、全ロータリークラブ宛てにＥメールを配信しました。普通寄付金は当会事業の重要

な安定財源であり、国内全クラブから普通寄付の確約をもらうことを条件に、財団法人設立の許可

を得た経緯があります。当事業は全地区が参加する「多地区合同活動」であることをご理解いただ

き、今年も引き続きご支援賜りますようよろしくお願いいたします。 

2017-18 年度地区米山記念奨学委員長セミナー開催報告 
12 月 13 日、2017-18 年度の地区米山記念奨学委員

長を対象とした第１回セミナーを開催しました。 

午前は、小沢一彦理事長からのあいさつに続いて、

安増惇夫理事（第 2700 地区）による講義・全体会議

「米山奨学事業の疑問に答える」が行われました。

事前アンケートの結果をもとに参加者の意見を引き

出しながら進められ、大変好評でした。 

午後は、特色ある取り組みについての事例研究と、

「奨学事業全般」「理解促進から寄付増進へ」「共に学ぶ事業」「多様な国からの採用」の 4 テーマ

に分かれて、グループディスカッションが行われました。終日にわたる盛りだくさんのセミナーで

したが、講師、参加者の皆さまのご協力により、各地区の経験や情報を共有する有意義な機会とな

りました。参加者アンケートからも、「全てが参考になり良かった。まねることから始めて、より

良い委員会運営を目指したい」「米山奨学事業の目指すところ、意義について改めて認識を深める

ことができた」「委員長の役割が分かった。学友会も大切にしたい」などの声をいただきました。

終了後の懇親会では、地区を越えた委員長同士のネットワークづくりを図っていただき、「米山○

×クイズ」でさらに知識を深めていただきました。第２回セミナーは、5 月 31 日に開催予定です。 

 
 
 
 

 

 

 

202
2017 年 1 ⽉ 13 ⽇発⾏ 
公益財団法⼈ロータリー⽶⼭記念奨学会

ご寄付の確定申告用領収書について 
〜1 ⽉末⽇までにクラブへお届けします〜 

昨年 1 年間（1〜12 ⽉）に特別寄付をしたすべての⽅、もしくは普通寄付⾦の領収証を
申請したクラブには、１⽉末⽇までに（確定申告に間に合うように）、認定証の写しが
付いた申告⽤領収証をロータリークラブ宛に送付します。 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：野津(のづ)・峯(みね) 

 

感謝の気持ちにあふれた総会 ― 台湾米山学友会総会 ― 
台湾米山学友会(中華民国扶輪米山会)の総会が12月 17日に桃園市の揚昇ゴルフクラブで開かれ、

台湾の学友 90 人のほか、日本在住、ならびに韓国、タイ、マレーシアの学友、当会の若林紀男副

理事長と岩邉俊久事務局長を含む多数のロータリアンなど総勢 136 人が集いました。 

総会では新会員の紹介や、同学友会が支援する日本人奨学生への奨学金授与のほか、台日国際ロ

ータリー親善会の張瑞欽理事長、台中文心ＲＣ、大阪城南ＲＣ会員ご家族の西谷文江氏からそれぞ

れ学友会への寄付金が贈呈されました。また、「形式ばらない総会に」との呉 憲 璋
ウーシェンツァン

理事長の方針に

より、呉理事長が自らピアノ

を演奏したほか、理事と監事

が日本語で「花」「涙そうそう」

を熱唱し、歓迎の気持ちを表

しました。懇親会では、陶芸

家として活躍する張義明
チャンイーミン

さん

の作品が学友会運営資金のた

めチャリティーオークション

にかけられるなど、例年以上

の盛り上がりを見せました。 

上海で米山学友会が総会を開催 
12 月 17 日、上海米山学友会の年次総会が上海市内で開催され、学友 36 人とその家族ら総勢 47

人が参加しました。 

総会では年間優秀学友の表彰、新会員の紹介のほか、劉京榕
リュウジンルン

会長からの挨拶のなかで、来年の奉

仕活動計画（小学校への水ろ過装置設置）や今後の中国学友会の展望などが語られました。総会は

終始、仲間同士のリラックスした

雰囲気の中で行われ、子どもの歌

やゲームで盛り上がり、学友同士

の結束を強める会となりました。 

劉会長は、「今回、わざわざ日

本から参加してくれた学友もい

たが、今後も上海に限らず、中国

や世界各地からの学友を歓迎し

たい」と、学友会の裾野を広げて

いきたいとの意向を語りました。 

 

 

これから開催される海外学友会の総会関連情報  
マレーシア： 2017 年 2 月 18 日（土）学友会設立記念パーティ 

 18:30-21:00（19:00 開始）Hotel Jen Penang (CHA, Level 2) 

ミャンマー： 2017 年 2 月 25 日（土）学友会創立総会 セドナホテル 

タイ： 2017 年 3 月 18 日（土）定期総会 *前国王喪中につき非公開で開催 

モ ン ゴ ル ： 2017 年 5 月 14 日（日）定期総会 

写真募集！ 
50 周年記念誌に掲載する写
真を募集中です。⽶⼭に関連
する、特に古い写真を歓迎。
紙焼き写真可。締切は 1 ⽉
20 ⽇。送付先は下記担当 
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ロータリー希望の風奨学金 

2017/01/14 

 
 
 

ご挨拶が遅れましたが、本年もよろしくお願いします。 
 

2016 年度 前 3 ヵ月の動き 
12 月 31 日現在の収支計算 

 10 月末累計 11 末月実績 12 月末実績 

前月繰越金 472,282,061 468,781,388 465,152,493 

支援金 3,070,336 2,933,155 10,760,090 収入の部 

雑収入 0 0 0 

収入合計 475,352,397 471,714,543 475,912,583 

奨学金 6,550,000 6,550,000 6,650,000 

振込手数料 0 0 0 

設備費 0 0 0 

通信費 21,009 12,050 10,139 

手数料 0 0 0 

消耗品費 0 0 0 

会議費 0 0 0 

備品費 0 0 0 

支出の部 

雑費 0 0 0 

支出合計 6,571,009 6,562,050 6,660,139 

次月繰越金 468,781,388 465,152,493 469,252,444 

12 月度地区別実績 

※ 地区、クラブ、支援者名はホームページをご覧下さい 

※ 2650 地区はガバナー事務所経由で 1 件にまとまっています。 

奨学生の状況(単位：人数) 

年度 現在 人数 前期継続 新規 復学 退学 休学 留年 卒業 次期継続 

132 132 132 128 4 0 0 0 0 0 － 

前期からの継続者が 128 名、新規給付者 4 名、退学者が 0 名です。 

12 月 31 日現在の支給者は 132 名となっています。 

※2016 年 4 月入学者が期中の申請で 1 名が新規登録となり、支給を開始しました。登録が 11 月

でしたので、12 月に 2 ヵ月分を給付しております。 

 

文責：委員長/地葉新司/2010-2011PG/潟上 RC） 

2530 地区 1 件 24,000 円 2630 地区 1 件 10,000 円 

2540 地区 5 件 192,000 円 2650 地区 1 件 10,000,000円 

2570 地区 2 件 126,500 円 2790 地区 2 件 32,000 円 

2580 地区 4 件 285,590 円    
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年 月号
発行：
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネータ
今月号の担当

■ クラブ数 会員数

１

合計

年 月 日現在の
のデーターによります

■ 登録件数

１８３件（１．２．３ゾーン合計）

表面：汎用パターン

■ 新クラブ設立

・名古屋宮の杜ロータリークラブ 第 地区
承認年月日 年 月 日 創立会員数 ： 名（男性 名）
〒 愛知県名古屋市中区栄 ミナミ栄ビル 号

：
例会：第 木曜日 ～ ウェスティンナゴヤキャッスル

・古河東ゆきはなロータリー衛星クラブ 第 地区
認可年月日 年 月 日 創立会員数： 名（男性 名女性 名）
〒 栃木県下都賀郡野木町野木

：
例会：第 第 金曜日 ～ 美容室ルピナス古河西口店

■ 脱会クラブ

・第 地区 堺利晶 理事会承認日： 年 月 日

・第 地区 青森東 理事会承認日： 年 月 日

・第 地区 神戸ハーバー 理事会承認日： 年 月 日

■ クラブの柔軟性について

第 回ロータリー研究会においても 年度規定審議会で制定案と
して可決されたクラブの柔軟性に関わる事項が取り上げられました。
クラブ例会の柔軟性に関しては①制定案 クラブ例会と出席に
柔軟性を認める件 ②制定案 例会取消の規定を改正する件
③制定案 直接あるいはオンラインの両方による例会出席を認
めるよう、出席規定を改正する件 などがあります。この度の２クラブ設
立においても例会回数を月２回として、早速新制度を取り入れておりま
す。

Zones 1 & 2 & 3 

第 回ロータリー研究会に出席して

年 月 日から 月 日まで、名古屋のウェスティンナゴヤ
キャッスルにて 名の参加で開催されました。前々日の 日には
ロータリー財団セミナー、前日 日はガバナー会、 そしてジョ
ン・Ｆ・ジャームＲＩ会長をお迎えしてご夫婦歓迎晩餐会が盛大に行
われました。研究会の最大の関心は「これからのロータリーを考え
るー規定審議会より見えるものー」。ＲＩの最大目標はポリオ撲滅。そ
の為、又クラブの活性化の為、会員増強が大事になってきます。故
に例会の柔軟性、会員身分の柔軟性等が規定審議会で決定したも
のと思われます。ロータリーはあくまでもクラブが基本です。クラブ例
会が楽しく癒しの場でなければなりません、そしてクラブ全員が参加
できる奉仕活動があるのです。ぜひ戦略計画を理解し、クラブは皆
でクラブ目標を話し合い決定することが大事になり、楽しく意義あるク
ラブ活動が出来るのです。

（第 ゾーン ロータリーコーディネーター補佐 菅原光志 鎌倉 ）

公共イメージ向上作戦

は公共イメージコー
ディネーターが始めた
「クラウド 」の事です。
クラブや地区が奉仕事業や
ロータリー活動の新聞記事
を投稿して下さい。

に
「詳細希望」という件名で
空メールをお送りいだくと
投稿および、閲覧方法が自
動返信で届きます。

ロータリー研究会セッション２
で使用されたスライドから
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最近の
ロータリー
情　報

vol.352文庫
通信

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階　TEL／（03)3433-6456　FAX／（03)3459-7506
開館／午前10時～午後5時　　休館／土・日・祝祭日　http://www.rotary-bunko.gr.jpロータリー文庫

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室

です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えており

ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサ

ービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。　以下資料のご

紹介を致します。

◎「父 北島亘とロータリー」　北島メリー・エミ／1963／3p

◎「大夢翁　土屋元作」　／日出R.C／1996／199p

◎「井坂孝の足跡」　鈴木清次／2009／221p

◎「村田省蔵の思い出」　伊藤武雄／1963／3p

◎「父 朝吹常吉を憶う」　朝吹英一／1963／4p

◎「父 市左衛門を憶う」　森村義行／1963／4p

◎「真のロータリアン平沼亮三」　上野 健／1963／4p

◎「父 岡崎忠雄の面影」　岡崎 忠／1963／4p

◎「星野行則翁の想い出」　磯野 巌／1963／4p

◎「宮脇 冨パストガバナーを偲んで」　東ヶ崎 潔 他／1968／13p

上記申込先：ロータリー文庫
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〒460ｰ0003
名古屋市中区錦二丁目15番15号 豊島ビル３階

ロータリー財団
TEL：052-211-2760　FAX：052-211-0230
E-mail：fbranch@rotary2760.org

米山記念奨学・青少年交換
TEL：052-228-0808　FAX：052-211-0230
E-mail：ybranch@rotary2760.org (米山記念奨学)
　　　　yebranch@rotary2760.org (青少年交換)

ガバナー事務所
TEL：052-203-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor16ｰ17@rotary2760.org

ガバナーエレクト事務所
TEL：052-201-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor17ｰ18@rotary2760.org

東山線

線
舞
鶴

 
 

豊島ビル3階

ガバナー事務所

NN

りそな
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三井住友
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日本銀行

地下鉄伏見駅
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　戦国争乱の中、永禄 11 年（1568）10 代氏真は甲斐の武田信玄に攻められて掛川に落ち、駿府の町は焼き払われます。さらに、天正 10 年（1582）には

徳川家康が駿府の武田勢を攻め、再び戦火に遭った中世駿府の町は、ほぼ壊滅状態になりました。

　駿河国を領国の一つとした徳川家康は、天正13年から居城として駿府城の築城を始め、天正17年に完成させます。現在の二ノ丸以内の部分です。しかし、

家康は翌年関白豊臣秀吉の命によって関東に移封（国替え）され、豊臣系の家臣中村一氏（なかむらかずうじ）が城主となります。豊臣秀吉亡き後、関ヶ原の

戦いに勝利した徳川家康は、慶長8年（1603）征夷大将軍に任ぜられ江戸幕府を開きました。慶長10年将軍職を2代秀忠に譲った家康は、その翌年駿府を「大

御所政治」の拠点の地と定めて再び戻ってきました。天正期の駿府城を拡張（三ノ丸）修築し、駿府の町割りや安倍川の治水事業に取りかかり、現在の静岡市

の市街地の原型が造られたのです。そして、家康自らは、晩年も「大御所」として天下の実権を掌握し、駿府は江戸を凌ぐ政治・経済・文化の中心としてその

黄金時代を迎えたのでした。写真は平成元年に市制100周年記念事業として、復元された「巽櫓」（手前）と平成8年に復元された「東御門」（右奥）  

駿府城公園

会員数及び出席報告
（2016年12月末）

クラブ 平均

平均出席率 84 92.98%

地区内クラブ数　８4ＲＣ

7月 1日会員数 4,745名　　内女性 211名 増加会員数（累計） 204名

1 2 月末会員数 4,835名　　内女性 219名 減少会員数（累計） 114名

当月平均出席率 92.98% 差引純増会員数（累計） 90名

12月
入会 退会 純増

40名 66名  -26名

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会

数
会
例 12月
出席率2016 年

7月１日
2016 年

0

0

5

0

11

5

2

4

9

6

0

15

0

57

1

0

4

1

1

0

2

0

2

2

2

1

16

4

0

2

0

1

0

0

0

9

16

6

6

1

4

0

2

0

1

6

26

105

91

39

100

61

35

35

52

28

32

19

38

31

666

108

60

67

72

43

57

49

36

62

63

46

43

706

92

100

91

98

55

78

65

20

51

650

94

56

75

68

28

29

62

56

63

531

7/1 女性
2016 年
12月末日 12月 累計 12月 累計

名古屋北

名古屋東

名古屋守山

名古屋和合

名古屋名東

名古屋名北

名古屋千種

名古屋昭和

名古屋錦

名古屋東山

名古屋葵

名古屋アイリス

名古屋宮の杜

13RC

豊橋

蒲郡

豊橋北

豊川

田原

豊橋南

新城

渥美

豊川宝飯

豊橋ゴールデン

田原パシフィック

豊橋東

12RC

岡崎

豊田

岡崎南

豊田西

岡崎東

豊田東

岡崎城南

豊田三好

豊田中

9RC

刈谷

安城

西尾

碧南

西尾一色

高浜

知立

西尾ＫＩＲＡＲＡ

三河安城

9RC

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

西
三
河
分
区

0

0

3

0

11

5

2

4

9

6

0

14

54

2

0

4

1

1

0

2

0

2

2

1

1

16

3

0

2

0

1

0

0

0

8

14

6

6

1

4

0

2

0

1

6

26

102

89

34

103

62

36

35

54

28

33

20

37

633

110

57

64

74

43

57

49

31

62

64

47

44

702

87

96

89

94

55

78

65

20

49

633

92

58

76

71

28

32

61

56

61

535

99.22%

84.10%

84.30%

81.27%

96.54%

92.37%

96.91%

100.00%

85.71%

92.40%

72.63%

78.07%

88.63%

88.26%

90.08%

97.83%

97.22%

95.15%

94.57%

81.52%

90.20%

98.28%

93.15%

88.64%

76.58%

90.96%

100.00%

100.00%

100.00%

100.00%

99.48%

97.07%

94.67%

94.41%

95.45%

97.90%

100.00%

94.44%

97.01%

100.00%

90.18%

100.00%

100.00%

100.00%

95.08%

97.41%

3

3

2

3

3

3

3

3

3

3

4

3

4

4

3

3

4

3

4

3

4

3

3

3

3

4

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

4

3

4

4

3

4

2

0

4

1

1

2

2

2

1

1

0

1

21

5

2

1

2

0

2

1

0

0

1

2

1

17

0

3

1

2

1

0

1

1

2

11

2

2

2

5

0

3

1

2

0

17

2

1

0

4

1

1

1

2

2

1

1

0

1

17

3

1

1

0

0

2

0

0

0

0

1

1

9

0

1

0

1

1

0

1

1

2

7

1

0

0

3

0

2

0

1

0

7

7

4

5

1

0

0

2

0

2

0

0

1

32

54

3

5

4

0

0

2

1

5

0

0

1

0

21

5

7

3

6

1

0

1

1

4

28

4

0

1

2

0

0

2

2

2

13

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

32

32

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

1

0

0

0

1

0

2

クラブ名
会員数 会員数 会員数 当月

女性
入会 退会

数
会
例 12月
出席率2016 年

7月１日
2016 年

4

0

3

1

1

1

0

10

2

4

1

3

1

1

2

0

6

20

4

0

0

2

2

2

1

7

1

4

6

5

34

0

0

0

0

7

0

0

5

0

9

6

6

7

40

62

41

59

23

34

24

21

264

102

66

21

39

46

76

32

30

45

457

60

58

49

34

59

21

52

57

11

25

20

23

469

185

102

110

68

82

134

64

57

90

53

78

47

22

1,092

7/1 女性
2016 年
12月末日 12月 累計 12月 累計

半田

常滑

東海

東知多

半田南

知多

大府

7RC

一宮

津島

尾西

一宮北

稲沢

あま

名古屋清須

尾張中央

一宮中央

9RC

瀬戸

犬山

江南

小牧

春日井

尾張旭

名古屋空港

瀬戸北

岩倉

名古屋城北

愛知長久手

愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ

12RC

名古屋

名古屋西

名古屋南

名古屋みなと

名古屋東南

名古屋中

名古屋瑞穂

名古屋大須

名古屋栄

名古屋名南

名古屋名駅

名古屋丸の内

中部名古屋みらい

13RC

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

4

0

3

1

1

1

0

10

2

4

1

3

1

1

2

0

6

20

4

0

0

2

2

1

1

7

1

4

5

5

32

0

0

0

0

7

0

0

4

0

9

6

6

6

38

61

41

57

23

33

24

19

258

102

66

21

39

46

78

32

30

43

457

60

60

50

30

61

20

50

56

13

25

19

22

466

176

100

110

69

79

132

65

54

86

55

70

45

20

1,061

98.67%

95.20%

95.76%

92.39%

97.85%

74.60%

71.93%

89.49%

96.32%

96.24%

95.45%

89.09%

88.76%

100.00%

90.12%

90.21%

93.25%

93.27%

98.24%

100.00%

86.80%

90.28%

97.27%

92.06%

94.50%

100.00%

91.67%

95.57%

93.33%

75.36%

92.92%

90.63%

78.82%

97.69%

100.00%

91.02%

99.72%

95.90%

91.36%

93.33%

92.46%

97.28%

95.55%

88.90%

93.28%

4

3

3

4

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

3

2

3

4

3

0

1

0

1

0

0

0

2

4

1

1

0

3

3

0

0

0

12

1

3

1

0

2

0

1

0

2

0

0

0

10

4

3

3

2

0

2

3

2

1

2

1

1

0

24

0

1

0

0

0

0

0

1

1

0

1

0

2

1

0

0

0

5

0

2

0

0

2

0

1

0

1

0

0

0

6

2

1

3

1

0

2

1

1

0

2

0

1

0

14

1

1

2

1

1

0

2

8

4

1

1

0

3

1

0

0

2

12

1

1

0

4

0

1

3

1

0

0

1

1

13

13

5

3

1

3

4

2

5

5

0

9

3

2

55

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

1

0

3



〒460ｰ0003
名古屋市中区錦二丁目15番15号 豊島ビル３階

ロータリー財団
TEL：052-211-2760　FAX：052-211-0230
E-mail：fbranch@rotary2760.org

米山記念奨学・青少年交換
TEL：052-228-0808　FAX：052-211-0230
E-mail：ybranch@rotary2760.org (米山記念奨学)
　　　　yebranch@rotary2760.org (青少年交換)

ガバナー事務所
TEL：052-203-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor16ｰ17@rotary2760.org

ガバナーエレクト事務所
TEL：052-201-2760　FAX：052-201-1670
E-mail：governor17ｰ18@rotary2760.org
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　戦国争乱の中、永禄 11 年（1568）10 代氏真は甲斐の武田信玄に攻められて掛川に落ち、駿府の町は焼き払われます。さらに、天正 10 年（1582）には

徳川家康が駿府の武田勢を攻め、再び戦火に遭った中世駿府の町は、ほぼ壊滅状態になりました。

　駿河国を領国の一つとした徳川家康は、天正13年から居城として駿府城の築城を始め、天正17年に完成させます。現在の二ノ丸以内の部分です。しかし、

家康は翌年関白豊臣秀吉の命によって関東に移封（国替え）され、豊臣系の家臣中村一氏（なかむらかずうじ）が城主となります。豊臣秀吉亡き後、関ヶ原の

戦いに勝利した徳川家康は、慶長8年（1603）征夷大将軍に任ぜられ江戸幕府を開きました。慶長10年将軍職を2代秀忠に譲った家康は、その翌年駿府を「大

御所政治」の拠点の地と定めて再び戻ってきました。天正期の駿府城を拡張（三ノ丸）修築し、駿府の町割りや安倍川の治水事業に取りかかり、現在の静岡市

の市街地の原型が造られたのです。そして、家康自らは、晩年も「大御所」として天下の実権を掌握し、駿府は江戸を凌ぐ政治・経済・文化の中心としてその

黄金時代を迎えたのでした。写真は平成元年に市制100周年記念事業として、復元された「巽櫓」（手前）と平成8年に復元された「東御門」（右奥）  

駿府城公園


